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７
月
２
日
（
日
）

投
開
票
で
東
京
都
議

会
議
員
選
挙
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
▼
終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
小

池

都

知

事

率

い

る

都

民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
の
圧
勝
に

終
わ
り
ま
し
た
▼
一
方
自
民

党
は
、
森
友
学
園
問
題
、
加

計
学
園
問
題
が
尾
を
引
い

て
、
改
選
前
の
４
割
の
議
席

し
か
確
保
で
き
な
い
と
い
う

惨
敗
を
招
く
も
の
と
な
り
ま

し
た
▼
小
池
都
知
事
も
「
望

外
の
結
果
に
驚
い
て
い
る
。

責
任
を
痛
感
す
る
。
」
と
述

べ
て
い
る
と
お
り
、
都
民
か

ら
選
ば
れ
た
都
議
会
議
員

は
、
都
民
の
仕
事
と
暮
ら
し

の
た
め
に
、
奮
闘
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
▼
し
か

し
な
が
ら
、
投
票
率
は
51
・

28
％
と
前
回
の
投
票
よ
り
投

票
率
が
上
が
っ
て
い
る
と
は

い
え
、
都
民
の
半
数
ち
ょ
っ

と
し
か
選
挙
に
行
っ
て
い
な

い
こ
と
も
事
実
で
す
▼
昨
年

６
月
19
日
以
降
、
選
挙
権
は

20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
▼
投
票
所
に

は
、
制
服
を
き
た
高
校
生
の

姿
も
あ
り
、
政
治
に
関
心
を

持
つ
高
校
生
な
ど
の
若
者
が

増
え
、
選
挙
を
通
じ
政
治
を

身
近
に
感
じ
て
、
今
の
日
本

の
問
題
点
や
課
題
に
目
を
向

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
▼
そ
う
し
て
、
政
治
に
関

心
を
持
つ
若
者
が
増
え
、
戦

争
す
る
国
に
突
き
進
ん
で
い

る
安
倍
政
治
を
止
め
る
力
に

な
る
こ
と
を
信
じ
て
。
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【
川
口
直
明
教
宣
部
長
・
一
ツ
橋
】

一
ツ
橋
分
会
は
、
６
月
11

日
に
小
平
市
福
祉
会
館
に

て
、
仲
間
の
参
加
26
人
で
、

来
場
者
13
人
を
迎
え
て
住
宅

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
も
降
ら
ず
、

日
差
し
も
強
く
な
く
程
良
い

天
気
の
中
、
小
林
正
則
小
平

市
長
が
激
励
に
訪
れ
ま
し

た
。
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天
気
の
中
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小
林
正
則
小
平

市
長
が
激
励
に
訪
れ
ま
し

た
。

【
黒
田
順
通
信
員
・
南
】

６
月
４
日
（
日
）
は
予
報

通
り
好
天
に
恵
ま
れ
、
中
央

公
園
の
会
場
は
例
年
の
よ
う

に
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
受
け
入
れ
る
主

催
者
側
は
33
名
。

来
場
者
の
期
待
を
担
う
包
丁

研
ぎ
班
は
、
入
江
、
田
辺
、

関
田
の
３
氏
。
開
会
早
々
大

忙
し
で
す
が
ベ
ル
ト
サ
ン
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【
北
澤
哲
也
副
分
会
長
・
柳
瀬
】

柳
瀬
分
会
は
、
６
月
４
日

（
日
）
に
秋
津
第
２
児
童
遊

園
で
参
加
者
30
人
、
来
場
者

１
５
０
人
で
開
催
し
ま
し

た
。今

年
は
４
つ
の
小
学
校
等

へ
チ
ラ
シ
を
配
布
を
行
い
、

子
供
の
呼
び
込
み
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
子
供
工
作
の

内
容
は
毎
年
変
え
て
、
今
年

は
「
宝
箱
」
の
キ
ッ
ト
を
用

意
し
作
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
運
動
会

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
重
な

ら
ず
、
80
人
の
子
供
が
来
場

し
子
供
工
作
を
は
じ
め
、
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
模
擬
消
火

訓
練
な
ど
を
多
彩
な
取
り
組

み
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
と

思
い
ま
す
。

今
後
も
、
子
供
が
楽
し
め

る
企
画
を
中
心
に
し
な
が

ら
、
楽
し
い
住
宅
デ
ー
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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残
念
な
が
ら
網
戸
の
張

り
替
え
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
、
包
丁
研
ぎ
84

丁
、

ま
な
板
削
り
17
枚
、
焼
き

そ
ば
販
売
、
輪
投
げ
、
木

工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
通
り
包
丁
と
ま
な
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組
合

員
が
少
な
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、
大
変
で
し

た
が
、
な
ん
と
か
や
り
き
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た
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（
日
）
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２
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40
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デ
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開
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。

両
日
と
も
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天
に
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ま
れ
、
２
日
間
10
会
場
で
、
延
べ
１

２
０
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小
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・
東
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来
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子
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ー
の
導
入
以
来
、
研
ぎ
の
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ピ
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ド
は
抜
群
。
過
去
最

高
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１
１
１
丁
を
研
ぎ
あ
げ

ま
し
た
。

独
自
ビ
ラ
は
南
台
、
富
士

見
、
八
坂
の
３
校
に
し
か

配
っ
て
い
な
い
の
に
、
子
ど

も
工
作
の
名
簿
に
は
廻
田
、

野
火
止
や
小
平
一
小
の
名
も

見
え
ま
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も

多
く
、
「
作
っ
た
も
の
を
今

も
大
事
に
使
っ
て
い
ま
す
」
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毎
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楽
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に
し
て
い
ま

す
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ご
く
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し
か
っ
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」
な
ど
の
感
想
が
嬉
し
い

で
す
ね
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終
了
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資
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の
撤
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。
仕
事
、
疲
れ
、
家
事
な

ど
で
３
割
ほ
ど
減
り
ま
し
た

が
、
15
人
が
富
士
見
都
営
の

集
会
所
で
慰
労
会
を
開
催
。

拡
大
月
間
の
打
上
げ
を
兼
ね

て
の
寿
司
３
桶
は
豪
勢
で
し

た
。
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了
後
は
、
秋
水
園
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
打
上
げ
を
お

こ
な
い
、
お
い
し
い
料
理
と

お
酒
で
参
加
者
の
疲
れ
を
癒

や
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
40

ｓ
メ
ン
バ
ー
で
、
２
次
会
へ

流
れ
、
来
年
へ
の
意
思
統
一

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
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ベルトサンダーで包丁研ぎベルトサンダーで包丁研ぎ

こども工作で腕を振るう北澤副分会長こども工作で腕を振るう北澤副分会長

前
作
の
「
放
射

線
を
浴
び
た
Ｘ
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３
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続
取
材
の
中
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や
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方
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作
の
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線
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び
た
Ｘ
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」
か
ら
３
年
。
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続
取
材
の
中

で
、
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れ
る
安

全
や
核
を
め
ぐ
っ

て
の
国
の
あ
り
方

に
地
方
Ｔ
Ｖ
局
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
が
迫
っ
た
渾
身
の
第
２

弾
で
す
。

【
上
映
会
詳
細
】
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時

７
月
30
日
（
日
）
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間

①
10
時
半

②
14
時

会
場

東
村
山
中
央
公
民
館

料
金

一
般

５
０
０
円

高
校
生
以
下

無
料

障
が
い
者

無
料

※
お
申
込
み
は
支
部
ま
で

に
地
方
Ｔ
Ｖ
局
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
が
迫
っ
た
渾
身
の
第
２

弾
で
す
。

【
上
映
会
詳
細
】

日
時

７
月
30
日
（
日
）

時
間

①
10
時
半

②
14
時

会
場

東
村
山
中
央
公
民
館

料
金

一
般

５
０
０
円

高
校
生
以
下

無
料

障
が
い
者

無
料

※
お
申
込
み
は
支
部
ま
で
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【
前
川
清
・
小
平
住
宅
セ
ン

タ
ー
会
長
】
小
平
住
宅
セ
ン

タ
ー
は
、
小
平
市
の
相
談
窓

口
か
ら
の
仕
事
を
受
注
し
会

員
の

営
業

と
暮

ら
し

の
安

定
を
図
り
、
良
心
的
な
仕
事

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
建
設

職
人
の
信
用
を
高
め
、
職
域

の
確
保
を
目
的
と
し
て
昭
和

59
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

東
村
山
住
宅
セ
ン
タ
ー
も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
ま
と
め
る

方
向
で
検
討
中
で
す
。

組
合
員
な
ら
、
職
種
を
問
わ

ず
会
員
に
な
れ
ま
す
の
で
、

若
い
社
長
さ
ん
と
職
人
さ
ん

に
加
入
を
お
勧
め

し
ま
す
。
（
詳
細

は
支
部
ま
で
）
現

在
20
名
程
の
仲
間

で
住
宅
相
談
、

「
ど
け
ん
ま
つ
り
」
で
は
ミ
ニ

上
棟
式
、
そ
の
他
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
に
は
住
宅
セ
ン
タ
ー

が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
受

注
を
図
る
た
め
住
宅
セ
ン

タ
ー
独
自
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ミ
ニ
バ
ス
車
内
広
告
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
会
を
年
に
数
回
か
さ
ね

て
会
員
同
士
の
親
睦
を
兼
ね

て
毎
年
一
泊
研
修
旅
行
と
忘

年
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
7
月
1
日
～
2

日
に
福
島
県
磐
梯
高
原
か
ら

猪
苗
代
湖
、
会
津
東

山
温
泉
に
泊
ま
り
、

海
側
の
い
わ
き
勿
来

（
な
こ
そ
）
を
巡
っ

て
来
ま
し
た
。

【
荒
井
求
・
東
村
山
住
宅
セ
ン

タ
ー
会
長
】

東
村
山
住
宅
セ
ン
タ
ー
会

長
の
荒
井
と
申
し
ま
す
。
職

種
は
塗
装
で
す
。

東
京
土
建
と
の
出
会
い
は

遙
か
彼
方
ま
で
遡
り
、
親
の

代
か
ら
に
な
り
ま
す
。
物
心

が
つ
い
た
時
か
ら
東
京
土
建

の
名
前
は
知
っ
て
お
り
、
本

人
加
入
は
18
歳
の
時
、
小
金

井
国
分
寺
支
部
で
し
た
。
30

年
前
の
引
っ
越
し
を
機
会
に

東
村
山
支
部
へ
移
動
、
現
在

に
至
り
ま
す
。

分
会
の
方
か
ら
誘
わ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
住
宅
セ

ン
タ
ー
に
加
入
、
２
０
１
２

年
度
よ
り
会
長
に
就
任
し
、

今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。東

村
山
住
宅
セ
ン
タ
ー

は
、
現
在
、
12
名
の
仲
間
が

所
属
し
て
お
り
、
発
足
か
ら

30
年
を
迎
え
ま
し
た
。
年
に

１
回
、
独
自
の
無
料
住
宅
相

談
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
建
設
ユ
ニ
オ
ン
、
商
工

会
、
建
築
組
合
と
協
力
し
て

自
治
体
住
宅
相
談
斡
旋
団
体

「
住
宅
サ
ー
ビ
ス
協
力
会
」
と

し
て
住
宅
相
談
会
の
開
催
、

市
の
産
業
ま
つ
り
に
参
加
す

る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
し
ま
し
て

は
、
会
員
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
会
員
を
増
や
し

て
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
。

そ
し

て
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に

信
用
と
信
頼
の
お
け
る
団
体

と
根
付
く
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
前
川
清
・
小
平
住
宅
セ
ン

タ
ー
会
長
】
小
平
住
宅
セ
ン

タ
ー
は
、
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平
市
の
相
談
窓

口
か
ら
の
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事
を
受
注
し
会
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の

営
業

と
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の
安
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を
図
り
、
良
心
的
な
仕
事

を
す
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こ
と
に
よ
っ
て
建
設

職
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の
信
用
を
高
め
、
職
域

の
確
保
を
目
的
と
し
て
昭
和
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年
に
発
足
し
ま
し
た
。

東
村
山
住
宅
セ
ン
タ
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も
あ

り
ま
す
が
、
今
後
ま
と
め
る

方
向
で
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討
中
で
す
。

組
合
員
な
ら
、
職
種
を
問
わ

ず
会
員
に
な
れ
ま
す
の
で
、

若
い
社
長
さ
ん
と
職
人
さ
ん

に
加
入
を
お
勧
め

し
ま
す
。
（
詳
細

は
支
部
ま
で
）
現

在
20
名
程
の
仲
間

で
住
宅
相
談
、

「
ど
け
ん
ま
つ
り
」
で
は
ミ
ニ

上
棟
式
、
そ
の
他
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
に
は
住
宅
セ
ン
タ
ー

が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
受

注
を
図
る
た
め
住
宅
セ
ン

タ
ー
独
自
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
ミ
ニ
バ
ス
車
内
広
告
も
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
会
を
年
に
数
回
か
さ
ね

て
会
員
同
士
の
親
睦
を
兼
ね

て
毎
年
一
泊
研
修
旅
行
と
忘

年
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
7
月
1
日
～
2

日
に
福
島
県
磐
梯
高
原
か
ら

猪
苗
代
湖
、
会
津
東

山
温
泉
に
泊
ま
り
、

海
側
の
い
わ
き
勿
来

（
な
こ
そ
）
を
巡
っ

て
来
ま
し
た
。

【
荒
井
求
・
東
村
山
住
宅
セ
ン

タ
ー
会
長
】

東
村
山
住
宅
セ
ン
タ
ー
会

長
の
荒
井
と
申
し
ま
す
。
職

種
は
塗
装
で
す
。

東
京
土
建
と
の
出
会
い
は

遙
か
彼
方
ま
で
遡
り
、
親
の

代
か
ら
に
な
り
ま
す
。
物
心

が
つ
い
た
時
か
ら
東
京
土
建

の
名
前
は
知
っ
て
お
り
、
本

人
加
入
は
18
歳
の
時
、
小
金

井
国
分
寺
支
部
で
し
た
。
30

年
前
の
引
っ
越
し
を
機
会
に

東
村
山
支
部
へ
移
動
、
現
在

に
至
り
ま
す
。

分
会
の
方
か
ら
誘
わ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
住
宅
セ

ン
タ
ー
に
加
入
、
２
０
１
２

年
度
よ
り
会
長
に
就
任
し
、

今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。東

村
山
住
宅
セ
ン
タ
ー

は
、
現
在
、
12
名
の
仲
間
が

所
属
し
て
お
り
、
発
足
か
ら

30
年
を
迎
え
ま
し
た
。
年
に

１
回
、
独
自
の
無
料
住
宅
相

談
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
建
設
ユ
ニ
オ
ン
、
商
工

会
、
建
築
組
合
と
協
力
し
て

自
治
体
住
宅
相
談
斡
旋
団
体

「
住
宅
サ
ー
ビ
ス
協
力
会
」
と

し
て
住
宅
相
談
会
の
開
催
、

市
の
産
業
ま
つ
り
に
参
加
す

る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
し
ま
し
て

は
、
会
員
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
会
員
を
増
や
し

て
体
制
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
。

そ
し

て
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に

信
用
と
信
頼
の
お
け
る
団
体

と
根
付
く
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

前川小平住宅

センター会長

前川小平住宅

センター会長

昨年どけんまつり上棟昨年どけんまつり上棟

今年３月に開催した無料住宅相談会今年３月に開催した無料住宅相談会

小
平
地
区
労
働
組
合
協
議
会

は
、
６
月
20
日
（
火
）
18
時

30
分
か
ら
小
平
福
祉
会
館
で

「
６･

20
怒
り
の
集
会
」
が
60

余
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
、
石
井
地

区
労
議
長
は
安
倍
内
閣
の
強

小
平
地
区
労
働
組
合
協
議
会

は
、
６
月
20
日
（
火
）
18
時

30
分
か
ら
小
平
福
祉
会
館
で

「
６･

20
怒
り
の
集
会
」
が
60

余
名
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
、
石
井
地

区
労
議
長
は
安
倍
内
閣
の
強

引
な
手
法
を
「
安
倍
安
倍
安

倍
」
と
連
呼
し
て
「
安
倍
政

治
を
を
許
さ
な
い
」
と
野
党

共
闘
で
倒
閣
を
と
訴
え
た
。

三
多
摩
労
連
代
表
は
視
点

を
変
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
極

右
政
党
で
な
く
マ
ク
ロ
ン
を

選
出
し
た
こ
と
や
、
諸
々
の

世
界
情
勢
を
取
り
上
げ
た
。

そ
の
後
、
共
産
党
小
平

市
議
団
と
都
議
予
定
候

補
者
の
紹
介
・
挨
拶
が

あ

り

、

そ

の

後

、

労

組
・
団
体
・
市
民
か
ら

の
報
告
・
訴
え
が
あ
り

当
支
部
か
ら
は
谷
口
常

任
執
行
委
員
が
報
告
し

ま
し
た
。
年
金
者
組
合

や
個
人
の
訴
え
で
は
、

教
育
勅
語
の
問
題
や
、

福
島
出
身
で
地
元
自
民

党
の
支
援
者
だ
っ
た
方

が
、
自
民
党
の
横
暴
に
愛
想

引
な
手
法
を
「
安
倍
安
倍
安

倍
」
と
連
呼
し
て
「
安
倍
政

治
を
を
許
さ
な
い
」
と
野
党

共
闘
で
倒
閣
を
と
訴
え
た
。

三
多
摩
労
連
代
表
は
視
点

を
変
え
て
、
フ
ラ
ン
ス
が
極

右
政
党
で
な
く
マ
ク
ロ
ン
を

選
出
し
た
こ
と
や
、
諸
々
の

世
界
情
勢
を
取
り
上
げ
た
。

そ
の
後
、
共
産
党
小
平

市
議
団
と
都
議
予
定
候

補
者
の
紹
介
・
挨
拶
が

あ

り

、

そ

の

後

、

労

組
・
団
体
・
市
民
か
ら

の
報
告
・
訴
え
が
あ
り

当
支
部
か
ら
は
谷
口
常

任
執
行
委
員
が
報
告
し

ま
し
た
。
年
金
者
組
合

や
個
人
の
訴
え
で
は
、

教
育
勅
語
の
問
題
や
、

福
島
出
身
で
地
元
自
民

党
の
支
援
者
だ
っ
た
方

が
、
自
民
党
の
横
暴
に
愛
想

が
尽
き
た
と
打
倒
内
閣
の
訴

え
も
あ
り
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
で
諦
め
た
。
そ
の

後
、
19
時
30
分
か
ら
デ
モ
に

移
り
、
一
ツ
橋
商
店
街
を
共

謀
罪
や
憲
法
守
れ
・
増
税
反

が
尽
き
た
と
打
倒
内
閣
の
訴

え
も
あ
り
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
で
諦
め
た
。
そ
の

後
、
19
時
30
分
か
ら
デ
モ
に

移
り
、
一
ツ
橋
商
店
街
を
共

謀
罪
や
憲
法
守
れ
・
増
税
反

対
・
諸
要
求
実
現
等
を
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し

夜
の
街
を
一
ツ
橋
学
園
駅
そ

ば
の
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
し

て
20
時
解
散
し
ま
し
た
。

【
石
島
弘
・
南
】

対
・
諸
要
求
実
現
等
を
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し

夜
の
街
を
一
ツ
橋
学
園
駅
そ

ば
の
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
し

て
20
時
解
散
し
ま
し
た
。

【
石
島
弘
・
南
】

に
よ
る
経
過
措
置
が
平
成
29

年
6
月
末
日
を
も
っ
て
終
了

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

当
支
部
で
も
6
月
18

日
（

日
）
に
支
部
主
催
に
よ
る
同

講
習
を
開
き
、
東
村
山
市
民

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
に
お
い
て
、
68
人
の
仲
間

が
受
講
し
ま
し
た
。

既
従
事
者
に
よ
る
短
時
間

講
習
措
置
は
終
了
し
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
「
足
場
の

組
立
等
作
業
主
任
者
」
な
ど

の
資
格
を
有
し
て
い
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
受
講
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
支
部
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。な

お
、
「
足
場
の
組
立
等

作
業
主
任
者
」
取
得
者
に
つ

い
て
も
、
平
成
21
年
5
月
以

に
よ
る
経
過
措
置
が
平
成
29

年
6
月
末
日
を
も
っ
て
終
了

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

当
支
部
で
も
6
月
18

日
（

日
）
に
支
部
主
催
に
よ
る
同

講
習
を
開
き
、
東
村
山
市
民

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
に
お
い
て
、
68
人
の
仲
間

が
受
講
し
ま
し
た
。

既
従
事
者
に
よ
る
短
時
間

講
習
措
置
は
終
了
し
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
「
足
場
の

組
立
等
作
業
主
任
者
」
な
ど

の
資
格
を
有
し
て
い
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
受
講
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
支
部
事
務
所

ま
で
お
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東京土建結成70周年記念行事をよみう

りランドにて、開催します。

メインステージでは、仮面女子や青木

隆治によるパフォーマンスのほか、キャ

ラクターショーも予定しています。

また、多くの出店も出ることから楽し

いお祭りになること間違いなし!!

日時：１１月１２日（日） 10時～14時

会場：よみうりランド&EAST 路地駐車場

※支部からもバスをチャーターします！
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